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新潟県中越地震以降の
信濃川発電所復旧状況

東日本旅客鉄道（株）

平成18年2月10日
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信濃川発電所電気設備・水利工作物復旧状況

宮中取水口

放水路

宮中取水堰

真人沢水路橋

1期トンネル

2期トンネル

余
水
路

1期圧力トンネル

2期圧力トンネル

浅河原調整池

友重放水路

3期トンネル

4期トンネル

水槽

放水池

千手発電所

④ ③ ②⑤ ①

サージタンク

⑤④③ ①②

② ①

新小千谷発電所

新山本調整池

新真人沢水路橋源籐山沢水路橋

５期トンネル

新宮中取水口

魚
道

山本調整池

斜面修繕
復旧完了

橋台斜面
復旧完了

電気設備復旧状況
・Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３、Ｇ4 復旧完了
・Ｇ５ 調整池復旧後

排水機からの戻し作業
・遮断器等基礎 応急復旧中

電気設備、放水路
復旧完了

電気設備復旧状況
・Ｇ１、Ｇ２ 整備完了
(調整池復旧後 無水・有水試
験、実加圧実施）

小千谷発電所

千手発電所遮断器基礎 損傷

修繕前 修繕後

小崩落

源藤山沢水路橋 橋台斜面崩落

修繕前 修繕後

送電線路
（コンクリート柱傾斜、斜面崩壊等）

修繕前 修繕後

小千谷発電中性点接地抵抗器損傷

震災後 復旧後

修繕
前

修繕
後

修繕前 修繕後

新真人沢水路橋 橋台表層崩落

修繕前 修繕後

新小千谷発電所機器（ＰＤ）

修繕前 修繕後
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宮中取水口

放水路

宮中取水堰

真人沢水路橋

1期トンネル

2期トンネル

余
水
路

1期圧力トンネル

2期圧力トンネル

浅河原調整池

友重放水路

3期トンネル

4期トンネル

水槽

放水池

千手発電所

④ ③ ②⑤ ①

サージタンク

⑤④ ③ ①②

② ①

新小千谷発電所

新山本調整池

新真人沢水路橋源籐山沢水路橋

５期トンネル

新宮中取水口

魚
道

山本調整池

小千谷発電所

調整池の復旧状況

浅河原調整池

心壁

盛土

     損傷部分の撤去

常時満水位 約１０ｍ

盛立完了

新山本調整池

心壁

盛土

      損傷部分の撤去

約１６ｍ

常時満水位

盛立完了復旧状況

復旧断面

心壁

       損傷部分の撤去

盛土

約１０ｍ常時満水位

山本調整池

復旧断面

復旧状況 盛立完了

復旧状況

復旧断面
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漏水量

堤体浸潤線

間隙水圧

地 震

漏水量

堤体内間隙水圧

基礎岩盤間隙水圧

土 圧

沈 下

地下水位

地 震

箇
所

設置箇所

(代表断面）

変 形

変 形

計測項目

安全対策 １
地震計の設置など調整池計測器や堤体観測システムの充実を図りました。

計測方法

自 動

測 量

自 動

自 動

自 動

漏水量

堤体浸潤線

間隙水圧

地 震

変 形

自 動

測 量

自 動

自 動

自 動

自 動

測 量

自 動

自 動

自 動

自 動

自 動

自 動

浅

河

原

調

整

池

山

本

調

整

池

新

山

本

調

整

池
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水槽

余水吐門扉

非常用発電機 新設

非常用発電機建屋 非常用発電機

排砂門扉

非常用発電機 新設

取水口

余水吐

緊急放流ゲート

市民の家

非常用発電機 新設

余水吐

安全対策 ２
緊急時、停電しても調整池から水を抜くことが出来るよう
非常用発電機を各調整池に設置しました。

浅河原調整池 新山本調整池 山本調整池
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試験湛水

① １ｍ／日のスピードで水位を上げ、常時満水位で２４時間保持したのち、 １ｍ／日のスピードで水位を下げます。

② 通常運用と同じスピードで水位を上げ、常時満水位に達したところで大規模地震の発生を想定し、緊急に調整池の水を抜く試験

を行います。

③ 通常運用と同じスピードで水位を上げ、常時満水位に達したところで通常の運転に準じた発電を行い、水位を急低下させます。

調整池の復旧に伴い、水を貯める試験を行い、堤体の安全性を確認しています。

発電所

調整池 EL
千手（発）
浅河原
NWL 163.55 24ｈ水位保持

LWL 154.45

146.45
湛水開始10日

小千谷（発）
山本
NWL 96.1 24ｈ水位保持

LWL 89.1
88.1

新小千谷（発）
新山本
NWL 157.44 24ｈ水位保持

LWL 144.44

131.64
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